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【発行日】令和1年6月20日(2019.6.20)
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【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ  15/12     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  14/755    (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  19/00     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/63     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/15     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/19     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/21     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   5/10     (2006.01)
   Ｃ１２Ｐ  21/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  38/37     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   7/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ   15/12     　　　　
   Ｃ０７Ｋ   14/755    ＺＮＡ　
   Ｃ０７Ｋ   19/00     　　　　
   Ｃ１２Ｎ   15/63     　　　Ｚ
   Ｃ１２Ｎ    1/15     　　　　
   Ｃ１２Ｎ    1/19     　　　　
   Ｃ１２Ｎ    1/21     　　　　
   Ｃ１２Ｎ    5/10     　　　　
   Ｃ１２Ｐ   21/02     　　　Ｃ
   Ａ６１Ｋ   38/37     　　　　
   Ａ６１Ｐ    7/04     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和1年5月16日(2019.5.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　伸長組換えポリペプチド（ＸＴＥＮ）に融合された第ＶＩＩＩ因子ポリペプチドを含有
する組換え第ＶＩＩＩ因子融合タンパク質であって、
　前記第ＶＩＩＩ因子ポリペプチド中の成熟型天然ヒト第ＶＩＩＩ因子（配列番号２）に
相当するアミノ酸残基Ｒ１６４８が欠失され、
　前記ＸＴＥＮが、配列番号２３、２４、２５、２６、５０、５２、６７または７８で示
されるアミノ酸配列を含み、
　前記ＸＴＥＮは、成熟型天然ヒト第ＶＩＩＩ因子（配列番号２）のアミノ酸７４５に相
当するアミノ酸のすぐ下流で前記第ＶＩＩＩ因子ポリペプチドに挿入されている、組換え
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第ＶＩＩＩ因子融合タンパク質。
【請求項２】
　前記第ＶＩＩＩ因子ポリペプチドが、成熟天然ヒト第ＶＩＩＩ因子（配列番号２）のア
ミノ酸１～７４５を含む、請求項１に記載の組換え第ＶＩＩＩ因子融合タンパク質。
【請求項３】
　前記第ＶＩＩＩ因子ポリペプチドが、成熟天然ヒト第ＶＩＩＩ因子（配列番号２）のア
ミノ酸１６４９～２３３２を含む、請求項２に記載の組換え第ＶＩＩＩ因子融合タンパク
質。
【請求項４】
　伸長組換えポリペプチド（ＸＴＥＮ）に融合された第ＶＩＩＩ因子ポリペプチドを含有
する組換え第ＶＩＩＩ因子融合タンパク質であって、
　前記第ＶＩＩＩ因子ポリペプチドが、成熟天然ヒト第ＶＩＩＩ因子（配列番号２）のア
ミノ酸１～７４５および１６４９～２３３２を含み、
　前記ＸＴＥＮは、成熟型天然ヒト第ＶＩＩＩ因子（配列番号２）のアミノ酸７４５に相
当するアミノ酸のすぐ下流で前記第ＶＩＩＩ因子ポリペプチドに挿入されており、
　前記ＸＴＥＮが配列番号７８で示されるアミノ酸配列を含み、
　前記第ＶＩＩＩ因子ポリペプチド中の成熟型天然ヒト第ＶＩＩＩ因子（配列番号２）に
相当するアミノ酸残基Ｒ１６４８が欠失されている、組換え第ＶＩＩＩ因子融合タンパク
質。
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